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安芸高田市議会基本条例安芸高田市議会基本条例安芸高田市議会基本条例安芸高田市議会基本条例    

    

目次目次目次目次    

 前文 

第1章   目的（第1条） 

第2章   議会及び議員の活動原則（第2条 ― 第5条） 

第3章   市民と議会の関係（第6条） 

  第4章   議会と市長等の関係（第7条・第8条） 

  第5章   議員間討議及び政策提案（第9条 ― 第11条） 

  第6章   委員会（第12条） 

  第7章   審査等（第13条） 

  第8章   情報公開（第14条 ― 第16条） 

  第9章   議会及び議会事務局の体制整備（第17条・第18条） 

  第10章  政務活動費（第19条） 

 第11章  見直し手続（第20条） 

 附則 

 

安芸高田市は、豊かな自然、歴史、伝統文化等に恵まれており、それら貴重な財産を後世に引継ぐた

め、三矢の訓を尊び、協働のまちづくりを進めてきた。 

今日、地方分権時代を迎え、地方自治体に対し自己決定及び自己責任が強く求められる中、安芸高田

市議会（以下「議会」という。)が市政を担う役割は、一層大きくなっている。 

二元代表制の一翼を担う議会は、市民から選ばれた議員による合議制の機関であり、議決事項の責任

ある姿勢はもとより、多様な市民の意見を反映するものでなければならない。 

その役割を果たすためには、行政の監視機能及び政策立案その他議会の機能を高めるほか、自己研さ

ん等により議員自らが資質の向上を図る必要がある。また、市民の意見を幅広く聴く場を設けるなど、

市政の課題に対する市民の意見を的確に把握するとともに、市民への情報提供及び共有化を図り、市民

の市政への積極的な参加を求めていくことも必要である。 

議会及び議員は、その責務を自覚し、市民の負託に応える議会を目指すことを固く決意し、活動の最

も根幹となる支柱として、この条例を制定する。 

 

    

――――    第第第第 1111 章章章章    目的目的目的目的    ――――    

（目的)   

第1条 この条例は、議会及び議員の基本理念並びに議員が担うべき役割を果たすために必要な基本的

事項を定めることにより、市民福祉の向上及び市政の発展に寄与することを目的とする。 

【解説】 

この条例を定める目的を記しています。    

    

    

――――    第第第第 2222 章章章章    議会及び議員の活動原則議会及び議員の活動原則議会及び議員の活動原則議会及び議員の活動原則    ――――    

（議会の活動原則）  

第 2 条  議会は、次に掲げる原則に基づき、活動する。 

（1）市民主権を基礎とする市民の代表機関であることを常に自覚し、公正性、透明性及び信頼性を重

んじた市民に開かれた議会並びに市民参加を推進する議会を目指して活動すること。 

（2）議事機関であることを自覚し、市長及び執行機関(以下「市長等」という。)の政策決定又は事務に



2 

 

対して監視及び評価機能を果たすこと。 

（3）市政の課題に関する論点及び争点を明らかにすること。 

（4）市民に分かりやすい言葉及び表現を用いた議会運営を行うこと。 

（5）審査で出された意見等を市政に反映するよう市長等に求めること。 

（6）議会運営について、不断に見直しを行うこと。 

【解説】 

議会の活動原則として、6項目を定めています。 

（1）議会が市民の代表機関であることを常に自覚し、公正性、透明性、信頼性を重んじた市民に開か

れた議会、市民参加を推進する議会を目指して活動することを定めています。 

（2）議会は憲法93条で定められた地方公共団体の議事機関であることを自覚し、市政運営を監視する

機能や評価する機能を果たすことを定めています。 

（3）市政の課題に関する論点や争点を明らかにすることを定めています。 

（4）市民に分かりやすい言葉や表現を用いた議会の運営を行うことを定めています。 

（5）審査で出された意見などを市政に反映するよう求めることを定めています。 

（6）安芸高田市議会会議規則（平成16年議会規則第1号）をはじめ内規や申し合わせ事項など、議会運

営について絶えず見直しを行い、改善することを定めています。 

 

 

（議員の活動原則） 

第 3 条 議員は、次に掲げる原則に基づき、活動する。 

（1）議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを十分に認識し、議員相互間の自由な討

議の推進を重んじること。 

（2）市政の課題全般について、課題別及び地域別等の市民の意見を的確に把握し、市民の負託に応え

ること。 

（3）個別的な事案の解決のみでなく、市民全体の福祉の向上を目指すこと。 

【解説】 

議会の活動原則に実効性を持たせるため、議員の活動原則を定めています。 

（1）議会における全ての問題は言論により決められることや、議会は議員の合議によって運営される

組織であることを認識し、議員同士の自由闊達な討議を推進することを定めています。 

（2）市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握し、市民の負託に応えることを定めています。 

（3）個別事案の解決だけでなく、市全体の福祉の向上を目指すことを定めています。 

 

 

（議員の政治倫理） 

第４条 議員は、市民全体の代表者としての倫理性を常に自覚し、自己の地位に基づく影響力を不正に

行使することによる市民の疑惑を招くことのないよう行動しなければならない。 

【解説】 

政治倫理を常に自覚し、議員の地位を悪用した不正な口利きをしないなど、市民の疑惑を招くこと

のないように行動することを定めています。 

平成 24 年 10 月に安芸高田市議会政治倫理規程を定め、議員活動を行う際の基準等の遵守を心がけ

てきましたが、本条例に規定し、これまで以上に自らの行動を律することについての決意を示してい

ます。 



3 

 

（会派） 

第 5 条 議員は、議会活動を行うため、会派を結成することができる。 

【解説】 

議員が充実した議会活動ができるように、共通する政策や理念を持った議員の政策集団を「会派」

として結成することができることを定めています。 

 

 

――――    第第第第 3333 章章章章        市民と議会の関係市民と議会の関係市民と議会の関係市民と議会の関係    ――――    

（市民参加及び市民との連携） 

第 6 条 議会は、本会議、常任委員会、特別委員会等の運営に当たり、市民の専門的又は政策的識見等

を議会の討議に反映させなければならない。 

2  議会は、請願又は陳情の審査に当たっては、必要に応じ、これら提出者の意見を聴く機会を設ける

よう努めなければならない。 

3  議会は、市民、市民団体、ＮＰＯ等との意見交換の場を多様に設けて、議会及び議員の政策能力を

強化するとともに、政策提案の拡大を図らなければならない。 

4  議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して市民の評

価が的確になされるよう情報の提供に努めなければならない。 

5  議会は、前各項の規定に関する実効性を高める方策として、市民に対する議会報告会等を少なくと

も年１回開催し、議会の説明責任を果たすとともに、市民の意見を聴取し議会運営の改善を図らなけ

ればならない。 

【解説】 

市民参加と市民の連携について、5項目を定めています。 

1  議会は、本会議や常任委員会、特別委員会などの運営において、市民の専門的な識見などを議会の

討議に反映させることを定めています。 

2  請願や陳情の審査をする際には、内容を考慮したうえで、提出者の意見や趣旨を聴く機会を設ける 

ことを定めています。 

3  市民、市民団体、ＮＰＯ等と意見交換を行う場を多様に設け、議会や議員の政策能力を強化するこ

とや、政策提案の拡大を図ることを定めています。 

4  議員の活動に対して市民の評価が的確になされるよう、重要な議案に対する各議員の態度を議会広

報誌「議会だより」で公表するなど、情報を提供することを定めています。 

5  議会運営に関する説明など、市民との対話を行う機会を少なくとも年1回は開催し説明責任を果た

すとともに、いただいた意見などをもとに議会運営の改善を図ることを定めています。 

 

    

――――    第第第第 4444 章章章章        議会と市長等の関係議会と市長等の関係議会と市長等の関係議会と市長等の関係    ――――    

（市長等と議会及び議員の関係） 

第 7 条 議会の本会議における一般質問は、広く市政上の論点及び争点を明確にするため、一問一答の

方式で行う。 

【解説】 

本会議における一般質問は、質問と答弁を交互に行う一問一答の方式とすることを定めています。 

平成 22 年 1 月に一般質問一問一答方式要領を定め、質問時間を 30分以内として運用しております

が、本条例に規定し、さらに取り組みを推進することを示しています。 



4 

 

（市長の政策等の形成過程の説明） 

第 8 条 議会は、市長等が提案する計画、政策、事業、予算、決算等(以下「政策等」という。)につい

て、必要に応じ、市長等に対し、政策等の形成過程の説明及び資料を求めることができる。 

2  議会は、前項の政策等の形成過程の説明を受け、政策等の必要性、妥当性、費用対効果その他必要

な事項について審議し、議決又は意見に反映させるよう努めなければならない。 

【解説】 

1   市長等が提案する政策等について、理解を深め、建設的な議会審議を行うために、必要に応じて、

政策等の形成過程の説明や資料を求めることができることを定めています。 

2   政策等の形成過程の説明や資料を活用して審議し、議決や意見に反映させることを定めています。 

 

    

――――    第第第第5555章章章章        議員間討議及び政策提案議員間討議及び政策提案議員間討議及び政策提案議員間討議及び政策提案    ――――    

（議員間の自由討議） 

第 9 条 議会は、議員間の自由討議を中心に運営しなければならない。 

【解説】 

議会における全ての問題は言論によって決められることから、議員同士の自由闊達な討議により、

多様な意見を出し合うことを中心に運営しなければならないことを定めています。 

 

 

（自由討議による合意形成） 

第 10 条 議会は、本会議及び委員会において、議案等を審議し、又は審査する場合には、議員間の議

論を尽くして合意形成に努めなければならない。 

【解説】 

議会は、合議体の組織であることから、本会議や委員会において結論を出す場合、市民の多様な意

見や自らの調査をもとに十分な議論を行い、合意形成に努めることを定めています。 

 

 

（政策の提案） 

第 11条 議員は、政策、条例及び意見等の議案の提出を行うよう努めなければならない。 

【解説】 

議員が議案の提出や市政の運営に対する提言などを行うことを定めています。 

 

 

――――    第第第第 6666 章章章章        委員会委員会委員会委員会    ―――― 

（委員会の活動） 

第 12 条 委員会は、審査において資料等を公開するとともに、市民に対し、分かりやすい議論を行う

よう努めなければならない。 

2   委員会は、委員自らの提案及び市民の意見等をもとに所管事務調査を行い、政策提案につなげるよ

う努めなければならない。 

【解説】 

1  委員会は、審査において資料等を公開し、市民に分かりやすい議論を行うことを定めています。 

2  委員の自らの提案や市民の意見などをもとに所管事務調査を行い政策提案につなげることを定め、
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活発な委員会運営を目指します。 

 

 

――――    第第第第 7777 章章章章        審査等審査等審査等審査等    ――――    

（審査及び議決の心構え） 

第 13 条  議員は、審査及び議決において、入念な準備及び真摯な姿勢をもってこれに臨むよう心掛け

なければならない。 

2   議員は、審査及び議決における意見等に対し、責任を負うものと自覚しなければならない。 

【解説】 

1  審査や議決に臨む心構えとして、事前に調査等を行うなど入念な準備をし、真摯な姿勢で臨むこと

を定めています。 

2  審査や議決における自らの意見や態度、議決結果などについて、審査や議決をした後も説明責任を

負うことについて自覚することを定めています。 

    

    

――――    第第第第 8888 章章章章        情報公開情報公開情報公開情報公開    ――――    

（市民に対する情報公開） 

第 14 条 議会は、議会の活動に関する情報を公開し、市民に対する説明責任を果たさなければならな

い。 

【解説】 

議会活動に関する情報を公開し、市民に対する説明責任を果たすことを定めています。 

    

    

（会議等の公開） 

第 15 条  議会は、本会議のほか、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会及び全員協議会を原則公

開しなければならない。 

【解説】 

地方自治法に公開が規定されている本会議のほか、規定されていない常任委員会、議会運営委員会、

特別委員会及び全員協議会もこれまで原則公開として運用しておりましたが、本条例に規定すること

によって、原則公開することを定めています。 

 

 

（議会広報の充実） 

第 16条 議会は、議会広報誌の発行、インターネット配信等の多様な広報手段を活用することにより、

多くの市民が議会と市政に関心を持つよう議会の広報活動を充実しなければならない。 

【解説】 

議会広報誌「議会だより」をはじめ、インターネット配信やお太助フォンなどを活用し、市民のみ

なさんに議会と市政に関心を持っていただけるよう、議会の広報活動を充実することを定めています。 
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――――    第第第第 9999 章章章章        議会及び議会事務局の体制整備議会及び議会事務局の体制整備議会及び議会事務局の体制整備議会及び議会事務局の体制整備    ――――    

（議員研修の充実） 

第 17 条 議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修を実施しなければなら

ない。 

【解説】 

議員の政策形成能力や立案能力の向上を図るため、各分野の専門家や市民団体等を招聘するなど、

議員研修を充実強化することを定めています。 

 

 

（議会事務局の体制整備） 

第 18 条  議会は、政策形成及び立案機能を高めるため、議会事務局の法務及び財務等の市政に関する

調査機能の充実を図るものとする。 

【解説】 

議会の政策形成や立案機能を高めるために、議会の補助を行う議会事務局の調査機能の強化に努め

ることを定めています。 

    

    

――――    第第第第 10101010 章章章章        政務活動費政務活動費政務活動費政務活動費    ――――    

（政務活動費の公開） 

第 19 条 安芸高田市議会政務活動費の交付に関する条例（平成 17 年安芸高田市条例第 22 号）に基づ

く政務活動費の交付を受けた議員は、政務活動費による活動状況を市民に公開しなければならない。    

【解説】 

政務活動費の交付を受けた議員は、使途の透明性を確保するために、政務活動費による活動状況を

公開することを定めています。 

平成 21 年 2 月に政務活動費に関する申し合わせ事項を定め、政務活動報告書及び収支報告書を市

議会ホームページに掲載してきました。今後も活動状況がわかりやすく伝わる工夫や見直しを随時進

めていきます。 

    

    

――――    第第第第 11111111 章章章章        見直し手続見直し手続見直し手続見直し手続――――    

（見直し手続） 

第 20条  議会は、この条例の遵守及び推進のため、議会運営委員会等で適宜検証を行う。 

2  議会は、社会情勢の変化等により、この条例を見直す必要が生じた場合には、速やかに検討し、改

正の措置を講じる。 

【解説】 

1 この条例を遵守し推進するために、議会運営委員会などで適宜検証を行うことを定めています。 

2 条例を見直す必要が生じた際には、速やかに検討し、この条例の改正を含む適切な措置を行うこと

を定めています。 

 

附 則  

この条例は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

    


